
（別 紙） 

樺山発電所の概要 
 

１．発電所ならびにリパワリング工事の概要 

（１）設置場所：秋田県湯沢市 

（２）水系河川：雄物川水系役内川（一級河川） 

 

〇リパワリング前後の発電所の比較 

 リパワリング前 リパワリング後 

発電形式 水路式 

最大出力 ３４０ｋＷ※ 

有効落差 ２７．２６ｍ 

使用水量 １．８０ｍ３／ｓ 

水車形式 横軸単輪単流フランシス水車 

発電機形式 横軸三相同期発電機 横軸三相誘導発電機 

台数 １台 

運転開始時期 １９２１年 
２０２４年１２月 

（今回運転開始） 

※ リパワリング後の機器性能上の最大出力は３８０ｋＷであるものの、系統容量の制約 

（空き容量なし）により、発電所の最大出力は３４０ｋＷとなる。 

 

〇リパワリング工事の特長 

・発電機形式を同期発電機から誘導発電機に変更することによるメンテナンス性の向上。 

・水車発電機の効率向上による発電電力量の増加。 

・発電所本館が歴史的価値を有していることを踏まえた必要最小限の建屋改修。 

 

２．工事後の発電所の様子

 
水車発電機外観              発電所全景 

以 上 


